２０２４年度・ＪＳＣＡ東京実務者研修「基礎演習編」のご案内
主催：（一社）日本建築構造技術者協会　関東甲信越支部　JSCA東京

皆様におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
（一社）日本建築技術者協会（JSCA）では、次世代を担う若手構造技術者の育成を行い、技術の継承を行っていくことを重要な活動と位置付けており、JSCA東京でも様々な研修会を開催してまいりました。
今回ご案内する研修会は、2015年度よりJSCA東京にて行ってきた若手構造技術者向けのプログラムで、参加者数名のグループにて構造計画・構造概略設計・プレゼンテーションまで行う内容となっています。（概略設計はパソコンを利用せず手計算にて進めて頂きます）
2020～2023年度に関しては新型コロナ感染症の流行があり開催を見送っておりましたが、本年度から再開をする運びとなりました。
JSCA本部の2階会議室を利用して行う対面のみの研修会ですが、他の参加者と一緒に考え、そして協力して一つの課題に取り組み、他の参加者の前で研修結果を発表する。そして研修会の最後にはJSCA東京研修委員による講評や簡単な懇親会まで行う予定です。
若手構造技術者皆様のご参加を心よりお待ちしております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・研修の概要
　　　■概　　要　：　設定された条件に従い、課題の構造計画をグループで提案しプレゼンまで行う。
　　　■対 象 者　：　構造設計６ヶ月以上６年以下の構造技術者
■日　　時　：　2025年3月11日（火）　9:30～18:00（懇親会を含む）
■会　　場　：　JSCA本部２階　会議室
■参 加 費　：　4,000円（昼食代・懇親会費含む）
　　　　　　　　当日、会場にてお支払下さい。
■募集人数　：　30名（6名×5グループ）程度
■研修内容　：　提示された意匠図面（老人福祉施設）を基に、構造に関する以下の基本設計を行う。
　　　　　　　　①構造計画の基本方針
②基礎構造計画（基礎工法、１階床形式など）
③上部構造計画（架構形式、構造種別、柱梁配置、床構造など）
　　　　　　　　④構造図面の作成（伏図、代表軸組図、代表部材断面リスト）
　　　　　　　　⑤部材断面決定根拠の説明
　　　　　　　　以上をA3用紙数枚にグループ毎にまとめて頂き、プロジェクターに投影してプレゼンまで行って頂きます。
■持ち物　　：　名刺、筆記用具、電卓、定規、各種資料（建築構造ポケットブック、図表等）
■プログラム：　 9:15～ 9:30　受付
 9:30～ 9:40　研修委員の紹介と挨拶
　　　　　　　　 9:40～10:00　研修内容の説明
　　　　　　　　10:00～15:00　グループ毎に研修（途中で昼食をとります）
　　　　　　　　15:00～15:10　休憩時間
　　　　　　　　15:10～17:00　プレゼンテーション、質疑、講評
　　　　　　　17:00～18:00　懇親会
■その他　　：　本研修会は建築CPD情報提供制度及びJSCA建築構造士登録更新のための評価点の
対象ではありません。



２０２４年度・ＪＳＣＡ実務者研修「基礎演習編」のご案内
申 込 方 法
下記申込用紙に必要事項を記入のうえ、ＪＳＣＡ事務局にメール(jsca-tyo@jsca.or.jp)またはＦＡＸ
(03-3262-8486)にてお申込下さい。

　　1.申 込 締め切り　：2025年2月28日（金）
※ 定員になり次第締め切らせていただきます。
※ 参加申込みが10名に満たない場合は開催中止となる場合があります。
　　　　　　 
2.会 費 納入方法　：研修の当日に、現金にてお支払下さい。

3.参加票　：　開催日の7日前を目処にメール（ない方はFAX）にて配信いたします。


申　込　用　紙

申込先　：  ＪＳＣＡ事務局：Ｅ-mail   jsca-tyo@jsca.or.jp ／  ＦＡＸ　03-3262-8486
※メールでお申し込みの場合は件名に「基礎演習編申し込み」と明記して下さい。


受講者会員種別　：　　JSCA会員　・　非会員　（どちらかに○印）
	
フリガナ：　　　　　　　　　　　　　　　　　

受講者者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JSCA会員番号：　　　　　　　　　　　　　

会社名（所属部署）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）　

連絡先ＴＥＬ：　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｅ-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
※「参加票」が受信できるメールアドレスを明記し下さい。

受講者の一級建築士資格　　　　有　　・　　無　　
    　　　　　　  
受講者の構造設計に関する実務経験年数　　約　　　　年　　　　ヶ月（本書記入日現在）
